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図中の Xi (i-1,芦,3,- ･た-1,A,良+1,‥M)は ,レベルO(トヅプ)にあるユニッ ト
群である受容器に対する入力倍号,Xtくり (i-1.2,..i)は ,受容器につづくユニッ ト
群に対する入力信号,3/i(り は ト1層か らの出力信号である｡ 最下層 (BottDWL
ー348-
｢複雑系｣
)は出力ユニッ ト群である｡ この多重層の神経回路網では,各 レベルに対するユニッ ト
の出力信号はレベルに関する漸化式で表される｡ また,神経回路網の総出力信号を規定
する伝播関数 F(9,a) は Wei.erstrass 関数で表される｡ g は隣接ユニッ ト間の
結合定数 ,b は神経回路網の分岐数である｡ 階層の増大に伴い,ユニッ ト廟の相互作
用が減少する場合 ,伝播関数の漸近形は,位相に関するスケール別を満たし,フラクタル
次元で規定される｡ ここで ,位相は分岐点の特性を表すパラメタ-として導入され
た"内部状態変数"である｡ 図 1で示 した多重層の神経回路網は,フラクタル次元が ,
相互作用の硬域に依存するユニッ ト間の結合定数と分岐数で決まるマルチフラクタルと見
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